
▶自動車メーカーは、燃料電池自動車を2015年に4大都
　市圏を中心とした国内市場への導入と一般ユーザー
　への販売開始を目指す。

▶水素供給事業者は、燃料電池自動車の初期需要創出の
　為、2015年までに100箇所程度の水素供給インフラの
　先行整備を目指す。

▶自動車メーカーと水素供給事業者は、全国的な燃料
　電池自動車の導入拡大と水素供給インフラの整備に
　共同で取り組む。

＊ 民間１３社は次の通り。
　トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社、出光興産株式会社、岩谷産業株式会社、大阪
ガス株式会社、コスモ石油株式会社、西部ガス株式会社、昭和シェル石油株式会社、大陽日酸株式会社、東京ガス株式会社、東邦ガス株式会社。

　
北
部
九
州
に
お
け
る
自
動
車
生
産
拠
点
作
り
の
取
り

組
み
は
、2
0
0
3
年
２
月
に
１
０
０
万
台
の
生
産
拠
点

を
目
標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
0
0
6
年
８
月
か
ら
は
、「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０

万
台
生
産
拠
点
推
進
構
想
」へ
と
拡
充
し
、官
民
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、福
岡
県
を
中
心
と
す
る
北
部
九
州
は
、完

成
車
メ
ー
カ
ー
４
社（
日
産
自
動
車
九
州
、ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
、ダ
イ
ハ
ツ
九
州
、日
産
車
体
九
州
）が
立
地
し
、

年
間
１
５
４
万
台
の
生
産
能
力
を
持
つ
世
界
有
数
の
拠
点

と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

　
今
後
、北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図

る
為
に
は
、地
域
全
体
の
競
争
力
を
一
層
高
め
、自
動
車

の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
を
一
貫
し
て
担
え
る
先
進
生
産
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
為
、福
岡
県
で
は
、１
５
０
万
台
構
想
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、2
0
1
0
年
４
月
か
ら
、「
自
動
車
生
産

１
５
０
万
台
」、「
地
元
調
達
率
７０
％
」、「
自
動
車
先
端

人
材
集
積
拠
点
」、「
自
動
車
先
端
技
術
開
発
・
社
会
実

証
拠
点
」の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台
先
進
生
産
拠
点
推

進
構
想
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
場
企
業
の
技
術
力
を
高
め
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

部
品
製
造
を
促
す
為
、地
場
企
業
が
大
学
等
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
度
以
降
、国
等
の
研
究
開
発
助
成
事
業
を

活
用
し
、計
３３
件
、総
事
業
費
約
２８
億
円
の
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。今
年
度
も
、経
済
産
業
省

の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
等
を
活
用
し
て
、

１３
件
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
等
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得
に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
等
の

事
前
準
備
を
支
援
す
る
為
、可
能
性
試
験（
F
S
）を
年

４
件
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
度
の
北
部
九
州
の
生
産
台
数
は
、３
年
ぶ

り
に
１
０
０
万
台
を
上
回
り
、１
０
9
万
台
と
な
り
ま
し

た（
2
0
0
9
年
度
生
産
台
数
：
９９
万
台
）。北
部
九
州

の
自
動
車
工
場
は
、い
ず
れ
も
最
新
鋭
で
生
産
効
率
が
高

く
、国
際
的
に
も
高
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
環
境
対
応
車
も
生
産
し
て
お

り
、今
後
、更
に
生
産
の
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。

　
関
連
企
業
の
戦
略
的
な
誘
致
に
よ
る
新
規
立
地
や
、商

談
会
の
開
催
等
に
よ
る
地
場
企
業
の
新
規
参
入・受
注
拡

大
に
よ
り
、地
元
調
達
率
は
、１
５
０
万
台
構
想
策
定
時

の
５０
％
か
ら
、概
ね
６０
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
後
、更

に
高
機
能
部
品
産
業
の
集
積
を
図
り
、70
％
を
超
え
る
地

元
調
達
率
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
設
計
開
発
技
術
者
や
も
の
づ
く
り
製
造
基
盤
技
術
者

等
、自
動
車
の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
各
分
野
を
担
う
自
動

車
先
端
人
材
の
総
合
的
な
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
三
次
元
設
計
、ユ
ニ
ッ
ト
部
品
設
計
、C
A
E
技
術

等
の
設
計
開
発
技
術
者
約
４
０
０
名
、金
型
、め
っ
き
、ゴ

ム
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
者
約
２
，

８
０
０
名
の
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。ま
た
、工
業
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
生
の
実
践
的
人
材
育
成

の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
1
1
年
４
月
に

は
、企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

企
画
や
産
学
官
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
中
核
組
織
と
し

て
自
動
車
先
端
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
振
興
と

　
　
　
　福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
2

北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台

先
進
生
産
拠
点
推
進
構
想

　 

北
部
九
州
の
生
産
状
況

1

　 

地
元
調
達
率

2

　 

自
動
車
先
端
人
材
の
育
成

3

　 

自
動
車
先
端
技
術
開
発
の
支
援

4

　 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
開
発
の
推
進

5

▲展示商談会の開催（自動車メーカー等へ地元企業が自社技術をPR）

▲設計開発技術者の人材育成講座

▲ものづくり製造基盤技術者の人材育成講座

▲実験で使用した2人乗り小型車

小川 洋氏
福岡県知事

　
福
岡
県
で
は
、高
齢
者
の
為
の
自
動
車
と
い
う
新
た
な

需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
が
颯
爽
と
運
転
出

来
る
安
全
な
自
動
車
の
実
現
に
向
け
て
、３６
道
府
県
に
よ

り
知
事
連
合
を
設
立
し
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
連
合
で
は
、高
齢
者
に
よ
る
事
故
の
分
析
や
全
国

１
万
人
の
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

2
0
1
1
年
２
月
に
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
為
に
必
要

な
安
全
支
援
機
能
や
高
齢
者
の
使
用
実
態
に
適
し
た
２

人
乗
り
の
小
型
自
動
車
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　
２
人
乗
り
小
型
車
が
高
齢
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど

う
か
等
を
検
証
す
る
為
、2
0
1
1
年
の
１０
月
か
ら
１１
月

に
か
け
て
、福
岡
県
朝
倉
市
で
高
齢
者
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
近

い
小
型
自
動
車
を
日
常
生
活
で
活
用
し
て
も
ら
う
社
会

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
頂
い
た
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
買
い
物
等
、近
距
離
移
動
に
小
回
り
が
効
い
て
使
い
や
す

い
」、「
外
出
機
会
が
増
え
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
」

等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、こ
の
社
会
実
証
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え

て
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
高

齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
開
発
を
要
請
し
、一
日
も
早

い
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。な
お
、こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具

体
化
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の〝
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
〞

（
18
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）が
、福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０

１
２
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、九
州
大
学
の
知
的
資
源
、九
州
大
学
伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス（
水
素
キ
ャ
ン
パ
ス
）や
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
地

区
等
の
実
証
試
験
場
、そ
し
て
、北
九
州
市
の
製
鉄
所
等

か
ら
発
生
す
る
大
量
の
副
生
水
素
や
産
業
化
を
実
現
す

る
為
に
必
要
と
な
る
多
彩
な
製
造
業
の
集
積
と
い
う
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。他
の
地
域
に
無
い
こ
れ
ら
の
強
み
を
活

か
し
て
、2
0
0
4
年
8
月
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業

の
育
成
・
拠
点
化
を
推
進
す
る
為
、産
学
官
の
連
携
組
織

『
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
』（
会
長
：
岩
城
正

和
氏
・
新
日
本
製
鐵（
株
）代
表
取
締
役
副
社
長
、

2
0
1
1
年
12
月
1
日
現
在
6
4
9
企
業
・
機
関
が
参

加
）を
設
立
し
、

　
①
九
州
大
学
を
中
核
と
し
た
世
界
最
先
端
の
研
究
開
発

　
②
水
素
タ
ウ
ン
や
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
は
じ
め

　
　
と
し
た
社
会
実
証

　
③
全
国
唯
一
の
水
素
人
材
育
成

　
④
世
界
最
先
端
の
水
素
情
報
拠
点
の
構
築

　
⑤
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業
の
育
成・集
積

を
柱
と
し
た『
福
岡
水
素
戦
略（
H
y-

L
i
f
e
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
度
か
ら
の
福
岡
水
素
戦
略
の
第
二
期
で

は
、前
述
の
５
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
に
、2
0
0
9
年

5
月
に
市
販
化
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

と
、2
0
1
5
年
頃
の
市
販
化
が
見
込
ま
れ
る
燃
料
電

池
自
動
車
の
普
及
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

2
0
1
0
年
4
月
に
開
所
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品

研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

へ
の
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
参
入
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
は
、2
0
1
1
年
1
月
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
3
社
と
水
素
供
給
事
業
者
10
社
に
よ

り
、2
0
1
5
年
に
首
都
圏
、中
京
、関
西
、北
部
九
州
の

４
大
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
国
内
市
場
に
本
格
導
入
す

る
、と
す
る
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県
で
も
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
為
、戦
略
会
議
を
中
心
に

「
北
部
九
州
燃
料
電
池
自
動
車
導
入
計
画（
仮
称
）」を

策
定・実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

福
岡
水
素
戦
略
の
推
進

6

　
2
0
1
2
年
１
月
２７
日
に
第
3
回
目
と
な
る
福
岡
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。過
去
２
回
は
い
ず
れ
も
１０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
、九
州
で
唯
一
の
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
、国
内
で
は
初
め
て
産
学
官

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
た

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
出
展
に
加

え
、地
元
企
業
の
出
展
、九
州
の
大
学
・
高
専
等
の
学
生

が
製
作
し
た
車
両
の
展
示
、水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の

展
示
、自
衛
隊
の
車
両
、消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
等
の
働
く

ク
ル
マ
の
展
示
、自
治
体
に
よ
る
観
光
P
R
や
ご
当
地
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
等
、産
学
官
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
な

ら
で
は
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
展
示
、イ
ベ
ン
ト
を

多
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
友
人
や
ご
家
族
の

方
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、是
非
と
も
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

待
望
の
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
2
年
１
月
開
催
！

福岡モーターショー２０１２ 開催
～クルマと夢見るあしたの暮らし～

開催日程 2012年１月２７日（金）～３０日（月） ９：３０～１８：００ ※３０日は１７：００終了
会　　場 マリンメッセ福岡、福岡国際センター、福岡国際会議場

主　　催 福岡自動車博覧会実行委員会

会　　場　　構　　成

お問合せ先 福岡モーターショー実行委員会事務局（TEL：０９２-７１１-５５８３）
※会場へは、公共交通機関をご利用ください。

■マリンメッセ福岡
●国内自動車メーカー及び国内二輪メーカーのコンセプトカー、最新型市販車の展示
　【出展予定ブランド】日産、トヨタ、レクサス、ダイハツ、ホンダ、スズキ、スバル、マツダ、カワサキ（順不同）
●ＩＴＳ（高度道路交通システム）関連部品用品ゾーン

■福岡国際センター
●輸入車ゾーン／最新型輸入車の展示　　●関連用品・部品の展示・販売

■福岡国際会議場
●自動車産業フォーラム、北部九州自動車１５０万台未来展、
　１５０万台構想や福岡水素戦略の紹介、高齢者にやさしい自動車の模型展示等
●九州学生製作車両展／九州の大学、高専、専門学校等による車両展示

■屋外
●試乗会　　●ご当地グルメゾーン 食の回廊／ご当地グルメコーナーに「九州のうまいもん」が集結！
●はたらくクルマ展示／自衛隊の災害車両、パトカー、白バイ、消防車、救急車などのはたらくクルマを一堂に展示　　●モーターサイクル教室

自動車産業フォーラムを福岡国際会議場において開催いたします。
ダイハツ工業の白水宏典相談役・技監による特別講演や自動車メーカーの技術担当役員等によるパネルディスカッションを
予定していますので、是非ご参加ください。
「福岡モーターショー当日限定・無料入場証」をプレゼントします。（フォーラム終了時に会場で配布予定）
■日　時　平成２４年１月２８日（土）１３：３０～１６：００　　■会　場　福岡国際会議場３階メインホール
（1）特別講演　１３：３５～１４：１５（４０分）
　　■テーマ／「ダイハツ工業の新たな戦略（仮題）」　　■講   師／ダイハツ工業株式会社　相談役･技監　白水 宏典 氏

（2）パネルディスカッション　１４：３０～１６：００（９０分）
　　■テーマ／「自動車産業の未来と北部九州の役割（仮題）」　　■パネリスト／トヨタ、日産、ホンダの次世代自動車開発役員等を予定

■募集人数　先着1,000人【入場無料】
■お申込み方法　氏名、住所、所属（該当の場合）、電話番号、人数、申込者全員の氏名を任意の様式でご記入
　　　　　　　　の上、FAX、電子メールによりお申込み下さい。
■お問合せ先　自動車産業フォーラム係（福岡県商工部自動車産業振興室内）
　　　　　　　TEL：０９２－６４３－３４４７、FAX：０９２－６４３－３４４３　Email： jidousha@pref.fukuoka.lg.jp

▲福岡モーターショー2009の様子

▲福岡モーターショー2009の様子

北部九州自動車１５０万台
先進生産拠点推進会議　会長

北部九州自動車150万台先進生産拠点推進会議、九州経済産業局、九州地方整備局、九州総合通信局、
九州運輸局、九州管区警察局、福岡県、福岡市、北九州市、九州自動車・二輪車産業振興会議、九州経済
連合会、福岡県商工会議所連合会、福岡商工会議所、福岡県中小企業団体中央会、北九州商工会議所、
福岡県商工会連合会、九州大学、九州工業大学、福岡大学、福岡工業大学、西日本工業大学、久留米工業
大学、北九州市立大学、九州産業大学、福岡県自動車販売店協会、福岡コンベンションセンター、日産自
動車九州、トヨタ自動車九州、ダイハツ九州、日産車体九州、九州電力、九州旅客鉄道、西日本鉄道、西部
ガス、九電工、福岡銀行、西日本シティ銀行、九州観光推進機構、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県
中小企業振興センター、福岡県機械金属工業連合会、西日本新聞社、日本経済新聞社、TNCテレビ西日
本、TVQ九州放送、RKB毎日放送、KBC九州朝日放送、FBS福岡放送、ラブエフエム国際放送（順不同）

▲ダイハツ“ＰＩＣＯ”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲トヨタ“８６”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲日産“ESFLOW”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲九州大学水素ステーションと燃料電池バス ▲北九州水素ステーションと実証走行中の燃料電池自動車

民間13社（＊）による共同声明

自動車メーカー3社と水素供給事業者10社は、2015年に首都圏、中京、関西、そして「北部九州」
の4大都市圏を中心とする国内市場に燃料電池自動車を本格導入することを表明

2011年1月13日

規制見直し

技術開発

水素ステーション
先行整備

2010 2011 2012 2013 2014 2015

2010年末
工程表作成

データ取得、基準案作成
→2012年度末に結論を
　得ることを目指す

性能向上・コストダウンの為の
技術開発を実施

4大都市圏を中心に水素ステーションを
先行整備

★

★

規制見直しを反映

性能向上・低コスト化技術を反映
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〈年度〉

〈万台〉

対 全 国シェア
北部九州生産台数

ダイハツ車体（株）操業開始（2004.12）

トヨタ自動車九州（株）生産能力強化（2005.9）

ダイハツ九州（株）生産能力強化（2007.11）

日産車体九州（株）操業開始（2009.12）

※

※2006年6月に「ダイハツ九州（株）」に商号変更

11.2

12.9

7.7

10

16

14

12

〈%〉

北部九州自動車生産の推移

ホームページ http://www.fukuoka-motorshow.jp

チケット取扱 上記ホームページ、ローソンチケット、セブンイレブン等

入 場 料 一般 １,３００円（前売り １,１００円） ／ 高校生 ８００円（前売り ６００円） ※中学生以下は無料です

 アクセス

 天 神 から
天神ソラリアステージ前バス停
2Aのりば〈80番〉
→中央ふ頭行き
→国際会議場・サンパレス前下車

 博多駅から
博多駅センタービル前西鉄バス停
Eのりば（福銀前）〈88・99番〉
→博多ふ頭行き
→国際センター・サンパレス前下車

 地 下 鉄
福岡市地下鉄呉服町駅から徒歩約15分

自動車産業フォーラム

14FFG MONTHLY SURVEY Vol.44



▶自動車メーカーは、燃料電池自動車を2015年に4大都
　市圏を中心とした国内市場への導入と一般ユーザー
　への販売開始を目指す。

▶水素供給事業者は、燃料電池自動車の初期需要創出の
　為、2015年までに100箇所程度の水素供給インフラの
　先行整備を目指す。

▶自動車メーカーと水素供給事業者は、全国的な燃料
　電池自動車の導入拡大と水素供給インフラの整備に
　共同で取り組む。

＊ 民間１３社は次の通り。
　トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社、出光興産株式会社、岩谷産業株式会社、大阪
ガス株式会社、コスモ石油株式会社、西部ガス株式会社、昭和シェル石油株式会社、大陽日酸株式会社、東京ガス株式会社、東邦ガス株式会社。

　
北
部
九
州
に
お
け
る
自
動
車
生
産
拠
点
作
り
の
取
り

組
み
は
、2
0
0
3
年
２
月
に
１
０
０
万
台
の
生
産
拠
点

を
目
標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
0
0
6
年
８
月
か
ら
は
、「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０

万
台
生
産
拠
点
推
進
構
想
」へ
と
拡
充
し
、官
民
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、福
岡
県
を
中
心
と
す
る
北
部
九
州
は
、完

成
車
メ
ー
カ
ー
４
社（
日
産
自
動
車
九
州
、ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
、ダ
イ
ハ
ツ
九
州
、日
産
車
体
九
州
）が
立
地
し
、

年
間
１
５
４
万
台
の
生
産
能
力
を
持
つ
世
界
有
数
の
拠
点

と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

　
今
後
、北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図

る
為
に
は
、地
域
全
体
の
競
争
力
を
一
層
高
め
、自
動
車

の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
を
一
貫
し
て
担
え
る
先
進
生
産
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
為
、福
岡
県
で
は
、１
５
０
万
台
構
想
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、2
0
1
0
年
４
月
か
ら
、「
自
動
車
生
産

１
５
０
万
台
」、「
地
元
調
達
率
７０
％
」、「
自
動
車
先
端

人
材
集
積
拠
点
」、「
自
動
車
先
端
技
術
開
発
・
社
会
実

証
拠
点
」の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台
先
進
生
産
拠
点
推

進
構
想
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
場
企
業
の
技
術
力
を
高
め
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

部
品
製
造
を
促
す
為
、地
場
企
業
が
大
学
等
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
度
以
降
、国
等
の
研
究
開
発
助
成
事
業
を

活
用
し
、計
３３
件
、総
事
業
費
約
２８
億
円
の
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。今
年
度
も
、経
済
産
業
省

の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
等
を
活
用
し
て
、

１３
件
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
等
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得
に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
等
の

事
前
準
備
を
支
援
す
る
為
、可
能
性
試
験（
F
S
）を
年

４
件
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
度
の
北
部
九
州
の
生
産
台
数
は
、３
年
ぶ

り
に
１
０
０
万
台
を
上
回
り
、１
０
9
万
台
と
な
り
ま
し

た（
2
0
0
9
年
度
生
産
台
数
：
９９
万
台
）。北
部
九
州

の
自
動
車
工
場
は
、い
ず
れ
も
最
新
鋭
で
生
産
効
率
が
高

く
、国
際
的
に
も
高
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
環
境
対
応
車
も
生
産
し
て
お

り
、今
後
、更
に
生
産
の
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。

　
関
連
企
業
の
戦
略
的
な
誘
致
に
よ
る
新
規
立
地
や
、商

談
会
の
開
催
等
に
よ
る
地
場
企
業
の
新
規
参
入・受
注
拡

大
に
よ
り
、地
元
調
達
率
は
、１
５
０
万
台
構
想
策
定
時

の
５０
％
か
ら
、概
ね
６０
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
後
、更

に
高
機
能
部
品
産
業
の
集
積
を
図
り
、70
％
を
超
え
る
地

元
調
達
率
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
設
計
開
発
技
術
者
や
も
の
づ
く
り
製
造
基
盤
技
術
者

等
、自
動
車
の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
各
分
野
を
担
う
自
動

車
先
端
人
材
の
総
合
的
な
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
三
次
元
設
計
、ユ
ニ
ッ
ト
部
品
設
計
、C
A
E
技
術

等
の
設
計
開
発
技
術
者
約
４
０
０
名
、金
型
、め
っ
き
、ゴ

ム
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
者
約
２
，

８
０
０
名
の
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。ま
た
、工
業
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
生
の
実
践
的
人
材
育
成

の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
1
1
年
４
月
に

は
、企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

企
画
や
産
学
官
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
中
核
組
織
と
し

て
自
動
車
先
端
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
振
興
と

　
　
　
　福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
2

北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台

先
進
生
産
拠
点
推
進
構
想

　 

北
部
九
州
の
生
産
状
況

1

　 

地
元
調
達
率

2

　 

自
動
車
先
端
人
材
の
育
成

3

　 

自
動
車
先
端
技
術
開
発
の
支
援

4

　 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
開
発
の
推
進

5

▲展示商談会の開催（自動車メーカー等へ地元企業が自社技術をPR）

▲設計開発技術者の人材育成講座

▲ものづくり製造基盤技術者の人材育成講座

▲実験で使用した2人乗り小型車

小川 洋氏
福岡県知事

　
福
岡
県
で
は
、高
齢
者
の
為
の
自
動
車
と
い
う
新
た
な

需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
が
颯
爽
と
運
転
出

来
る
安
全
な
自
動
車
の
実
現
に
向
け
て
、３６
道
府
県
に
よ

り
知
事
連
合
を
設
立
し
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
連
合
で
は
、高
齢
者
に
よ
る
事
故
の
分
析
や
全
国

１
万
人
の
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

2
0
1
1
年
２
月
に
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
為
に
必
要

な
安
全
支
援
機
能
や
高
齢
者
の
使
用
実
態
に
適
し
た
２

人
乗
り
の
小
型
自
動
車
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　
２
人
乗
り
小
型
車
が
高
齢
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど

う
か
等
を
検
証
す
る
為
、2
0
1
1
年
の
１０
月
か
ら
１１
月

に
か
け
て
、福
岡
県
朝
倉
市
で
高
齢
者
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
近

い
小
型
自
動
車
を
日
常
生
活
で
活
用
し
て
も
ら
う
社
会

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
頂
い
た
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
買
い
物
等
、近
距
離
移
動
に
小
回
り
が
効
い
て
使
い
や
す

い
」、「
外
出
機
会
が
増
え
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
」

等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、こ
の
社
会
実
証
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え

て
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
高

齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
開
発
を
要
請
し
、一
日
も
早

い
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。な
お
、こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具

体
化
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の〝
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
〞

（
18
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）が
、福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０

１
２
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、九
州
大
学
の
知
的
資
源
、九
州
大
学
伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス（
水
素
キ
ャ
ン
パ
ス
）や
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
地

区
等
の
実
証
試
験
場
、そ
し
て
、北
九
州
市
の
製
鉄
所
等

か
ら
発
生
す
る
大
量
の
副
生
水
素
や
産
業
化
を
実
現
す

る
為
に
必
要
と
な
る
多
彩
な
製
造
業
の
集
積
と
い
う
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。他
の
地
域
に
無
い
こ
れ
ら
の
強
み
を
活

か
し
て
、2
0
0
4
年
8
月
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業

の
育
成
・
拠
点
化
を
推
進
す
る
為
、産
学
官
の
連
携
組
織

『
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
』（
会
長
：
岩
城
正

和
氏
・
新
日
本
製
鐵（
株
）代
表
取
締
役
副
社
長
、

2
0
1
1
年
12
月
1
日
現
在
6
4
9
企
業
・
機
関
が
参

加
）を
設
立
し
、

　
①
九
州
大
学
を
中
核
と
し
た
世
界
最
先
端
の
研
究
開
発

　
②
水
素
タ
ウ
ン
や
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
は
じ
め

　
　
と
し
た
社
会
実
証

　
③
全
国
唯
一
の
水
素
人
材
育
成

　
④
世
界
最
先
端
の
水
素
情
報
拠
点
の
構
築

　
⑤
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業
の
育
成・集
積

を
柱
と
し
た『
福
岡
水
素
戦
略（
H
y-

L
i
f
e
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
度
か
ら
の
福
岡
水
素
戦
略
の
第
二
期
で

は
、前
述
の
５
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
に
、2
0
0
9
年

5
月
に
市
販
化
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

と
、2
0
1
5
年
頃
の
市
販
化
が
見
込
ま
れ
る
燃
料
電

池
自
動
車
の
普
及
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

2
0
1
0
年
4
月
に
開
所
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品

研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

へ
の
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
参
入
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
は
、2
0
1
1
年
1
月
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
3
社
と
水
素
供
給
事
業
者
10
社
に
よ

り
、2
0
1
5
年
に
首
都
圏
、中
京
、関
西
、北
部
九
州
の

４
大
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
国
内
市
場
に
本
格
導
入
す

る
、と
す
る
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県
で
も
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
為
、戦
略
会
議
を
中
心
に

「
北
部
九
州
燃
料
電
池
自
動
車
導
入
計
画（
仮
称
）」を

策
定・実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

福
岡
水
素
戦
略
の
推
進

6

　
2
0
1
2
年
１
月
２７
日
に
第
3
回
目
と
な
る
福
岡
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。過
去
２
回
は
い
ず
れ
も
１０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
、九
州
で
唯
一
の
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
、国
内
で
は
初
め
て
産
学
官

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
た

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
出
展
に
加

え
、地
元
企
業
の
出
展
、九
州
の
大
学
・
高
専
等
の
学
生

が
製
作
し
た
車
両
の
展
示
、水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の

展
示
、自
衛
隊
の
車
両
、消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
等
の
働
く

ク
ル
マ
の
展
示
、自
治
体
に
よ
る
観
光
P
R
や
ご
当
地
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
等
、産
学
官
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
な

ら
で
は
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
展
示
、イ
ベ
ン
ト
を

多
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
友
人
や
ご
家
族
の

方
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、是
非
と
も
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

待
望
の
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
2
年
１
月
開
催
！

福岡モーターショー２０１２ 開催
～クルマと夢見るあしたの暮らし～

開催日程 2012年１月２７日（金）～３０日（月） ９：３０～１８：００ ※３０日は１７：００終了
会　　場 マリンメッセ福岡、福岡国際センター、福岡国際会議場

主　　催 福岡自動車博覧会実行委員会

会　　場　　構　　成

お問合せ先 福岡モーターショー実行委員会事務局（TEL：０９２-７１１-５５８３）
※会場へは、公共交通機関をご利用ください。

■マリンメッセ福岡
●国内自動車メーカー及び国内二輪メーカーのコンセプトカー、最新型市販車の展示
　【出展予定ブランド】日産、トヨタ、レクサス、ダイハツ、ホンダ、スズキ、スバル、マツダ、カワサキ（順不同）
●ＩＴＳ（高度道路交通システム）関連部品用品ゾーン

■福岡国際センター
●輸入車ゾーン／最新型輸入車の展示　　●関連用品・部品の展示・販売

■福岡国際会議場
●自動車産業フォーラム、北部九州自動車１５０万台未来展、
　１５０万台構想や福岡水素戦略の紹介、高齢者にやさしい自動車の模型展示等
●九州学生製作車両展／九州の大学、高専、専門学校等による車両展示

■屋外
●試乗会　　●ご当地グルメゾーン 食の回廊／ご当地グルメコーナーに「九州のうまいもん」が集結！
●はたらくクルマ展示／自衛隊の災害車両、パトカー、白バイ、消防車、救急車などのはたらくクルマを一堂に展示　　●モーターサイクル教室

自動車産業フォーラムを福岡国際会議場において開催いたします。
ダイハツ工業の白水宏典相談役・技監による特別講演や自動車メーカーの技術担当役員等によるパネルディスカッションを
予定していますので、是非ご参加ください。
「福岡モーターショー当日限定・無料入場証」をプレゼントします。（フォーラム終了時に会場で配布予定）
■日　時　平成２４年１月２８日（土）１３：３０～１６：００　　■会　場　福岡国際会議場３階メインホール
（1）特別講演　１３：３５～１４：１５（４０分）
　　■テーマ／「ダイハツ工業の新たな戦略（仮題）」　　■講   師／ダイハツ工業株式会社　相談役･技監　白水 宏典 氏

（2）パネルディスカッション　１４：３０～１６：００（９０分）
　　■テーマ／「自動車産業の未来と北部九州の役割（仮題）」　　■パネリスト／トヨタ、日産、ホンダの次世代自動車開発役員等を予定

■募集人数　先着1,000人【入場無料】
■お申込み方法　氏名、住所、所属（該当の場合）、電話番号、人数、申込者全員の氏名を任意の様式でご記入
　　　　　　　　の上、FAX、電子メールによりお申込み下さい。
■お問合せ先　自動車産業フォーラム係（福岡県商工部自動車産業振興室内）
　　　　　　　TEL：０９２－６４３－３４４７、FAX：０９２－６４３－３４４３　Email： jidousha@pref.fukuoka.lg.jp

▲福岡モーターショー2009の様子

▲福岡モーターショー2009の様子

北部九州自動車１５０万台
先進生産拠点推進会議　会長

北部九州自動車150万台先進生産拠点推進会議、九州経済産業局、九州地方整備局、九州総合通信局、
九州運輸局、九州管区警察局、福岡県、福岡市、北九州市、九州自動車・二輪車産業振興会議、九州経済
連合会、福岡県商工会議所連合会、福岡商工会議所、福岡県中小企業団体中央会、北九州商工会議所、
福岡県商工会連合会、九州大学、九州工業大学、福岡大学、福岡工業大学、西日本工業大学、久留米工業
大学、北九州市立大学、九州産業大学、福岡県自動車販売店協会、福岡コンベンションセンター、日産自
動車九州、トヨタ自動車九州、ダイハツ九州、日産車体九州、九州電力、九州旅客鉄道、西日本鉄道、西部
ガス、九電工、福岡銀行、西日本シティ銀行、九州観光推進機構、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県
中小企業振興センター、福岡県機械金属工業連合会、西日本新聞社、日本経済新聞社、TNCテレビ西日
本、TVQ九州放送、RKB毎日放送、KBC九州朝日放送、FBS福岡放送、ラブエフエム国際放送（順不同）

▲ダイハツ“ＰＩＣＯ”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲トヨタ“８６”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲日産“ESFLOW”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲九州大学水素ステーションと燃料電池バス ▲北九州水素ステーションと実証走行中の燃料電池自動車

民間13社（＊）による共同声明

自動車メーカー3社と水素供給事業者10社は、2015年に首都圏、中京、関西、そして「北部九州」
の4大都市圏を中心とする国内市場に燃料電池自動車を本格導入することを表明

2011年1月13日

規制見直し

技術開発

水素ステーション
先行整備

2010 2011 2012 2013 2014 2015

2010年末
工程表作成

データ取得、基準案作成
→2012年度末に結論を
　得ることを目指す

性能向上・コストダウンの為の
技術開発を実施

4大都市圏を中心に水素ステーションを
先行整備

★

★

規制見直しを反映

性能向上・低コスト化技術を反映
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〈年度〉

〈万台〉

対 全 国シェア
北部九州生産台数

ダイハツ車体（株）操業開始（2004.12）

トヨタ自動車九州（株）生産能力強化（2005.9）

ダイハツ九州（株）生産能力強化（2007.11）

日産車体九州（株）操業開始（2009.12）

※

※2006年6月に「ダイハツ九州（株）」に商号変更

11.2

12.9

7.7

10

16

14

12

〈%〉

北部九州自動車生産の推移

ホームページ http://www.fukuoka-motorshow.jp

チケット取扱 上記ホームページ、ローソンチケット、セブンイレブン等

入 場 料 一般 １,３００円（前売り １,１００円） ／ 高校生 ８００円（前売り ６００円） ※中学生以下は無料です

 アクセス

 天 神 から
天神ソラリアステージ前バス停
2Aのりば〈80番〉
→中央ふ頭行き
→国際会議場・サンパレス前下車

 博多駅から
博多駅センタービル前西鉄バス停
Eのりば（福銀前）〈88・99番〉
→博多ふ頭行き
→国際センター・サンパレス前下車

 地 下 鉄
福岡市地下鉄呉服町駅から徒歩約15分

自動車産業フォーラム
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▶自動車メーカーは、燃料電池自動車を2015年に4大都
　市圏を中心とした国内市場への導入と一般ユーザー
　への販売開始を目指す。

▶水素供給事業者は、燃料電池自動車の初期需要創出の
　為、2015年までに100箇所程度の水素供給インフラの
　先行整備を目指す。

▶自動車メーカーと水素供給事業者は、全国的な燃料
　電池自動車の導入拡大と水素供給インフラの整備に
　共同で取り組む。

＊ 民間１３社は次の通り。
　トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社、出光興産株式会社、岩谷産業株式会社、大阪
ガス株式会社、コスモ石油株式会社、西部ガス株式会社、昭和シェル石油株式会社、大陽日酸株式会社、東京ガス株式会社、東邦ガス株式会社。

　
北
部
九
州
に
お
け
る
自
動
車
生
産
拠
点
作
り
の
取
り

組
み
は
、2
0
0
3
年
２
月
に
１
０
０
万
台
の
生
産
拠
点

を
目
標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
0
0
6
年
８
月
か
ら
は
、「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０

万
台
生
産
拠
点
推
進
構
想
」へ
と
拡
充
し
、官
民
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、福
岡
県
を
中
心
と
す
る
北
部
九
州
は
、完

成
車
メ
ー
カ
ー
４
社（
日
産
自
動
車
九
州
、ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
、ダ
イ
ハ
ツ
九
州
、日
産
車
体
九
州
）が
立
地
し
、

年
間
１
５
４
万
台
の
生
産
能
力
を
持
つ
世
界
有
数
の
拠
点

と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

　
今
後
、北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図

る
為
に
は
、地
域
全
体
の
競
争
力
を
一
層
高
め
、自
動
車

の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
を
一
貫
し
て
担
え
る
先
進
生
産
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
為
、福
岡
県
で
は
、１
５
０
万
台
構
想
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、2
0
1
0
年
４
月
か
ら
、「
自
動
車
生
産

１
５
０
万
台
」、「
地
元
調
達
率
７０
％
」、「
自
動
車
先
端

人
材
集
積
拠
点
」、「
自
動
車
先
端
技
術
開
発
・
社
会
実

証
拠
点
」の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台
先
進
生
産
拠
点
推

進
構
想
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
場
企
業
の
技
術
力
を
高
め
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

部
品
製
造
を
促
す
為
、地
場
企
業
が
大
学
等
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
度
以
降
、国
等
の
研
究
開
発
助
成
事
業
を

活
用
し
、計
３３
件
、総
事
業
費
約
２８
億
円
の
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。今
年
度
も
、経
済
産
業
省

の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
等
を
活
用
し
て
、

１３
件
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
等
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得
に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
等
の

事
前
準
備
を
支
援
す
る
為
、可
能
性
試
験（
F
S
）を
年

４
件
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
度
の
北
部
九
州
の
生
産
台
数
は
、３
年
ぶ

り
に
１
０
０
万
台
を
上
回
り
、１
０
9
万
台
と
な
り
ま
し

た（
2
0
0
9
年
度
生
産
台
数
：
９９
万
台
）。北
部
九
州

の
自
動
車
工
場
は
、い
ず
れ
も
最
新
鋭
で
生
産
効
率
が
高

く
、国
際
的
に
も
高
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
環
境
対
応
車
も
生
産
し
て
お

り
、今
後
、更
に
生
産
の
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。

　
関
連
企
業
の
戦
略
的
な
誘
致
に
よ
る
新
規
立
地
や
、商

談
会
の
開
催
等
に
よ
る
地
場
企
業
の
新
規
参
入・受
注
拡

大
に
よ
り
、地
元
調
達
率
は
、１
５
０
万
台
構
想
策
定
時

の
５０
％
か
ら
、概
ね
６０
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
後
、更

に
高
機
能
部
品
産
業
の
集
積
を
図
り
、70
％
を
超
え
る
地

元
調
達
率
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
設
計
開
発
技
術
者
や
も
の
づ
く
り
製
造
基
盤
技
術
者

等
、自
動
車
の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
各
分
野
を
担
う
自
動

車
先
端
人
材
の
総
合
的
な
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
三
次
元
設
計
、ユ
ニ
ッ
ト
部
品
設
計
、C
A
E
技
術

等
の
設
計
開
発
技
術
者
約
４
０
０
名
、金
型
、め
っ
き
、ゴ

ム
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
者
約
２
，

８
０
０
名
の
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。ま
た
、工
業
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
生
の
実
践
的
人
材
育
成

の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
1
1
年
４
月
に

は
、企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

企
画
や
産
学
官
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
中
核
組
織
と
し

て
自
動
車
先
端
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
振
興
と

　
　
　
　福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
2

北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台

先
進
生
産
拠
点
推
進
構
想

　 

北
部
九
州
の
生
産
状
況

1

　 

地
元
調
達
率

2

　 

自
動
車
先
端
人
材
の
育
成

3

　 

自
動
車
先
端
技
術
開
発
の
支
援

4

　 
高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
開
発
の
推
進

5

▲展示商談会の開催（自動車メーカー等へ地元企業が自社技術をPR）

▲設計開発技術者の人材育成講座

▲ものづくり製造基盤技術者の人材育成講座

▲実験で使用した2人乗り小型車

小川 洋氏
福岡県知事

　
福
岡
県
で
は
、高
齢
者
の
為
の
自
動
車
と
い
う
新
た
な

需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
が
颯
爽
と
運
転
出

来
る
安
全
な
自
動
車
の
実
現
に
向
け
て
、３６
道
府
県
に
よ

り
知
事
連
合
を
設
立
し
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
連
合
で
は
、高
齢
者
に
よ
る
事
故
の
分
析
や
全
国

１
万
人
の
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

2
0
1
1
年
２
月
に
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
為
に
必
要

な
安
全
支
援
機
能
や
高
齢
者
の
使
用
実
態
に
適
し
た
２

人
乗
り
の
小
型
自
動
車
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　
２
人
乗
り
小
型
車
が
高
齢
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど

う
か
等
を
検
証
す
る
為
、2
0
1
1
年
の
１０
月
か
ら
１１
月

に
か
け
て
、福
岡
県
朝
倉
市
で
高
齢
者
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
近

い
小
型
自
動
車
を
日
常
生
活
で
活
用
し
て
も
ら
う
社
会

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
頂
い
た
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
買
い
物
等
、近
距
離
移
動
に
小
回
り
が
効
い
て
使
い
や
す

い
」、「
外
出
機
会
が
増
え
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
」

等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、こ
の
社
会
実
証
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え

て
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
高

齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
開
発
を
要
請
し
、一
日
も
早

い
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。な
お
、こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具

体
化
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の〝
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
〞

（
18
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）が
、福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０

１
２
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、九
州
大
学
の
知
的
資
源
、九
州
大
学
伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス（
水
素
キ
ャ
ン
パ
ス
）や
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
地

区
等
の
実
証
試
験
場
、そ
し
て
、北
九
州
市
の
製
鉄
所
等

か
ら
発
生
す
る
大
量
の
副
生
水
素
や
産
業
化
を
実
現
す

る
為
に
必
要
と
な
る
多
彩
な
製
造
業
の
集
積
と
い
う
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。他
の
地
域
に
無
い
こ
れ
ら
の
強
み
を
活

か
し
て
、2
0
0
4
年
8
月
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業

の
育
成
・
拠
点
化
を
推
進
す
る
為
、産
学
官
の
連
携
組
織

『
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
』（
会
長
：
岩
城
正

和
氏
・
新
日
本
製
鐵（
株
）代
表
取
締
役
副
社
長
、

2
0
1
1
年
12
月
1
日
現
在
6
4
9
企
業
・
機
関
が
参

加
）を
設
立
し
、

　
①
九
州
大
学
を
中
核
と
し
た
世
界
最
先
端
の
研
究
開
発

　
②
水
素
タ
ウ
ン
や
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
は
じ
め

　
　
と
し
た
社
会
実
証

　
③
全
国
唯
一
の
水
素
人
材
育
成

　
④
世
界
最
先
端
の
水
素
情
報
拠
点
の
構
築

　
⑤
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業
の
育
成・集
積

を
柱
と
し
た『
福
岡
水
素
戦
略（
H
y-

L
i
f
e
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
度
か
ら
の
福
岡
水
素
戦
略
の
第
二
期
で

は
、前
述
の
５
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
に
、2
0
0
9
年

5
月
に
市
販
化
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

と
、2
0
1
5
年
頃
の
市
販
化
が
見
込
ま
れ
る
燃
料
電

池
自
動
車
の
普
及
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

2
0
1
0
年
4
月
に
開
所
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品

研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

へ
の
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
参
入
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
は
、2
0
1
1
年
1
月
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
3
社
と
水
素
供
給
事
業
者
10
社
に
よ

り
、2
0
1
5
年
に
首
都
圏
、中
京
、関
西
、北
部
九
州
の

４
大
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
国
内
市
場
に
本
格
導
入
す

る
、と
す
る
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県
で
も
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
為
、戦
略
会
議
を
中
心
に

「
北
部
九
州
燃
料
電
池
自
動
車
導
入
計
画（
仮
称
）」を

策
定・実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

福
岡
水
素
戦
略
の
推
進

6

　
2
0
1
2
年
１
月
２７
日
に
第
3
回
目
と
な
る
福
岡
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。過
去
２
回
は
い
ず
れ
も
１０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
、九
州
で
唯
一
の
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
、国
内
で
は
初
め
て
産
学
官

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
た

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
出
展
に
加

え
、地
元
企
業
の
出
展
、九
州
の
大
学
・
高
専
等
の
学
生

が
製
作
し
た
車
両
の
展
示
、水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の

展
示
、自
衛
隊
の
車
両
、消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
等
の
働
く

ク
ル
マ
の
展
示
、自
治
体
に
よ
る
観
光
P
R
や
ご
当
地
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
等
、産
学
官
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
な

ら
で
は
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
展
示
、イ
ベ
ン
ト
を

多
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
友
人
や
ご
家
族
の

方
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、是
非
と
も
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

待
望
の
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
2
年
１
月
開
催
！

福岡モーターショー２０１２ 開催
～クルマと夢見るあしたの暮らし～

開催日程 2012年１月２７日（金）～３０日（月） ９：３０～１８：００ ※３０日は１７：００終了
会　　場 マリンメッセ福岡、福岡国際センター、福岡国際会議場

主　　催 福岡自動車博覧会実行委員会

会　　場　　構　　成

お問合せ先 福岡モーターショー実行委員会事務局（TEL：０９２-７１１-５５８３）
※会場へは、公共交通機関をご利用ください。

■マリンメッセ福岡
●国内自動車メーカー及び国内二輪メーカーのコンセプトカー、最新型市販車の展示
　【出展予定ブランド】日産、トヨタ、レクサス、ダイハツ、ホンダ、スズキ、スバル、マツダ、カワサキ（順不同）
●ＩＴＳ（高度道路交通システム）関連部品用品ゾーン

■福岡国際センター
●輸入車ゾーン／最新型輸入車の展示　　●関連用品・部品の展示・販売

■福岡国際会議場
●自動車産業フォーラム、北部九州自動車１５０万台未来展、
　１５０万台構想や福岡水素戦略の紹介、高齢者にやさしい自動車の模型展示等
●九州学生製作車両展／九州の大学、高専、専門学校等による車両展示

■屋外
●試乗会　　●ご当地グルメゾーン 食の回廊／ご当地グルメコーナーに「九州のうまいもん」が集結！
●はたらくクルマ展示／自衛隊の災害車両、パトカー、白バイ、消防車、救急車などのはたらくクルマを一堂に展示　　●モーターサイクル教室

自動車産業フォーラムを福岡国際会議場において開催いたします。
ダイハツ工業の白水宏典相談役・技監による特別講演や自動車メーカーの技術担当役員等によるパネルディスカッションを
予定していますので、是非ご参加ください。
「福岡モーターショー当日限定・無料入場証」をプレゼントします。（フォーラム終了時に会場で配布予定）
■日　時　平成２４年１月２８日（土）１３：３０～１６：００　　■会　場　福岡国際会議場３階メインホール
（1）特別講演　１３：３５～１４：１５（４０分）
　　■テーマ／「ダイハツ工業の新たな戦略（仮題）」　　■講   師／ダイハツ工業株式会社　相談役･技監　白水 宏典 氏

（2）パネルディスカッション　１４：３０～１６：００（９０分）
　　■テーマ／「自動車産業の未来と北部九州の役割（仮題）」　　■パネリスト／トヨタ、日産、ホンダの次世代自動車開発役員等を予定

■募集人数　先着1,000人【入場無料】
■お申込み方法　氏名、住所、所属（該当の場合）、電話番号、人数、申込者全員の氏名を任意の様式でご記入
　　　　　　　　の上、FAX、電子メールによりお申込み下さい。
■お問合せ先　自動車産業フォーラム係（福岡県商工部自動車産業振興室内）
　　　　　　　TEL：０９２－６４３－３４４７、FAX：０９２－６４３－３４４３　Email： jidousha@pref.fukuoka.lg.jp

▲福岡モーターショー2009の様子

▲福岡モーターショー2009の様子

北部九州自動車１５０万台
先進生産拠点推進会議　会長

北部九州自動車150万台先進生産拠点推進会議、九州経済産業局、九州地方整備局、九州総合通信局、
九州運輸局、九州管区警察局、福岡県、福岡市、北九州市、九州自動車・二輪車産業振興会議、九州経済
連合会、福岡県商工会議所連合会、福岡商工会議所、福岡県中小企業団体中央会、北九州商工会議所、
福岡県商工会連合会、九州大学、九州工業大学、福岡大学、福岡工業大学、西日本工業大学、久留米工業
大学、北九州市立大学、九州産業大学、福岡県自動車販売店協会、福岡コンベンションセンター、日産自
動車九州、トヨタ自動車九州、ダイハツ九州、日産車体九州、九州電力、九州旅客鉄道、西日本鉄道、西部
ガス、九電工、福岡銀行、西日本シティ銀行、九州観光推進機構、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県
中小企業振興センター、福岡県機械金属工業連合会、西日本新聞社、日本経済新聞社、TNCテレビ西日
本、TVQ九州放送、RKB毎日放送、KBC九州朝日放送、FBS福岡放送、ラブエフエム国際放送（順不同）

▲ダイハツ“ＰＩＣＯ”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲トヨタ“８６”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲日産“ESFLOW”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲九州大学水素ステーションと燃料電池バス ▲北九州水素ステーションと実証走行中の燃料電池自動車

民間13社（＊）による共同声明

自動車メーカー3社と水素供給事業者10社は、2015年に首都圏、中京、関西、そして「北部九州」
の4大都市圏を中心とする国内市場に燃料電池自動車を本格導入することを表明

2011年1月13日

規制見直し

技術開発

水素ステーション
先行整備

2010 2011 2012 2013 2014 2015

2010年末
工程表作成

データ取得、基準案作成
→2012年度末に結論を
　得ることを目指す

性能向上・コストダウンの為の
技術開発を実施

4大都市圏を中心に水素ステーションを
先行整備

★

★

規制見直しを反映

性能向上・低コスト化技術を反映
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109

14.2

5.1

〈年度〉

〈万台〉

対 全 国シェア
北部九州生産台数

ダイハツ車体（株）操業開始（2004.12）

トヨタ自動車九州（株）生産能力強化（2005.9）

ダイハツ九州（株）生産能力強化（2007.11）

日産車体九州（株）操業開始（2009.12）

※

※2006年6月に「ダイハツ九州（株）」に商号変更

11.2

12.9

7.7

10

16

14

12

〈%〉

北部九州自動車生産の推移

ホームページ http://www.fukuoka-motorshow.jp

チケット取扱 上記ホームページ、ローソンチケット、セブンイレブン等

入 場 料 一般 １,３００円（前売り １,１００円） ／ 高校生 ８００円（前売り ６００円） ※中学生以下は無料です

 アクセス

 天 神 から
天神ソラリアステージ前バス停
2Aのりば〈80番〉
→中央ふ頭行き
→国際会議場・サンパレス前下車

 博多駅から
博多駅センタービル前西鉄バス停
Eのりば（福銀前）〈88・99番〉
→博多ふ頭行き
→国際センター・サンパレス前下車

 地 下 鉄
福岡市地下鉄呉服町駅から徒歩約15分

自動車産業フォーラム

16FFG MONTHLY SURVEY Vol.44



▶自動車メーカーは、燃料電池自動車を2015年に4大都
　市圏を中心とした国内市場への導入と一般ユーザー
　への販売開始を目指す。

▶水素供給事業者は、燃料電池自動車の初期需要創出の
　為、2015年までに100箇所程度の水素供給インフラの
　先行整備を目指す。

▶自動車メーカーと水素供給事業者は、全国的な燃料
　電池自動車の導入拡大と水素供給インフラの整備に
　共同で取り組む。

＊ 民間１３社は次の通り。
　トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社、出光興産株式会社、岩谷産業株式会社、大阪
ガス株式会社、コスモ石油株式会社、西部ガス株式会社、昭和シェル石油株式会社、大陽日酸株式会社、東京ガス株式会社、東邦ガス株式会社。

　
北
部
九
州
に
お
け
る
自
動
車
生
産
拠
点
作
り
の
取
り

組
み
は
、2
0
0
3
年
２
月
に
１
０
０
万
台
の
生
産
拠
点

を
目
標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
0
0
6
年
８
月
か
ら
は
、「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０

万
台
生
産
拠
点
推
進
構
想
」へ
と
拡
充
し
、官
民
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、福
岡
県
を
中
心
と
す
る
北
部
九
州
は
、完

成
車
メ
ー
カ
ー
４
社（
日
産
自
動
車
九
州
、ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
、ダ
イ
ハ
ツ
九
州
、日
産
車
体
九
州
）が
立
地
し
、

年
間
１
５
４
万
台
の
生
産
能
力
を
持
つ
世
界
有
数
の
拠
点

と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

　
今
後
、北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図

る
為
に
は
、地
域
全
体
の
競
争
力
を
一
層
高
め
、自
動
車

の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
を
一
貫
し
て
担
え
る
先
進
生
産
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
為
、福
岡
県
で
は
、１
５
０
万
台
構
想
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、2
0
1
0
年
４
月
か
ら
、「
自
動
車
生
産

１
５
０
万
台
」、「
地
元
調
達
率
７０
％
」、「
自
動
車
先
端

人
材
集
積
拠
点
」、「
自
動
車
先
端
技
術
開
発
・
社
会
実

証
拠
点
」の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台
先
進
生
産
拠
点
推

進
構
想
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
場
企
業
の
技
術
力
を
高
め
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

部
品
製
造
を
促
す
為
、地
場
企
業
が
大
学
等
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
度
以
降
、国
等
の
研
究
開
発
助
成
事
業
を

活
用
し
、計
３３
件
、総
事
業
費
約
２８
億
円
の
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。今
年
度
も
、経
済
産
業
省

の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
等
を
活
用
し
て
、

１３
件
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
等
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得
に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
等
の

事
前
準
備
を
支
援
す
る
為
、可
能
性
試
験（
F
S
）を
年

４
件
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
度
の
北
部
九
州
の
生
産
台
数
は
、３
年
ぶ

り
に
１
０
０
万
台
を
上
回
り
、１
０
9
万
台
と
な
り
ま
し

た（
2
0
0
9
年
度
生
産
台
数
：
９９
万
台
）。北
部
九
州

の
自
動
車
工
場
は
、い
ず
れ
も
最
新
鋭
で
生
産
効
率
が
高

く
、国
際
的
に
も
高
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
環
境
対
応
車
も
生
産
し
て
お

り
、今
後
、更
に
生
産
の
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。

　
関
連
企
業
の
戦
略
的
な
誘
致
に
よ
る
新
規
立
地
や
、商

談
会
の
開
催
等
に
よ
る
地
場
企
業
の
新
規
参
入・受
注
拡

大
に
よ
り
、地
元
調
達
率
は
、１
５
０
万
台
構
想
策
定
時

の
５０
％
か
ら
、概
ね
６０
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
後
、更

に
高
機
能
部
品
産
業
の
集
積
を
図
り
、70
％
を
超
え
る
地

元
調
達
率
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
設
計
開
発
技
術
者
や
も
の
づ
く
り
製
造
基
盤
技
術
者

等
、自
動
車
の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
各
分
野
を
担
う
自
動

車
先
端
人
材
の
総
合
的
な
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
三
次
元
設
計
、ユ
ニ
ッ
ト
部
品
設
計
、C
A
E
技
術

等
の
設
計
開
発
技
術
者
約
４
０
０
名
、金
型
、め
っ
き
、ゴ

ム
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
者
約
２
，

８
０
０
名
の
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。ま
た
、工
業
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
生
の
実
践
的
人
材
育
成

の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
1
1
年
４
月
に

は
、企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

企
画
や
産
学
官
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
中
核
組
織
と
し

て
自
動
車
先
端
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
振
興
と

　
　
　
　福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
2

北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台

先
進
生
産
拠
点
推
進
構
想

　 
北
部
九
州
の
生
産
状
況

1

　 

地
元
調
達
率

2

　 

自
動
車
先
端
人
材
の
育
成

3

　 

自
動
車
先
端
技
術
開
発
の
支
援

4

　 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
開
発
の
推
進

5

▲展示商談会の開催（自動車メーカー等へ地元企業が自社技術をPR）

▲設計開発技術者の人材育成講座

▲ものづくり製造基盤技術者の人材育成講座

▲実験で使用した2人乗り小型車

小川 洋氏
福岡県知事

　
福
岡
県
で
は
、高
齢
者
の
為
の
自
動
車
と
い
う
新
た
な

需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
が
颯
爽
と
運
転
出

来
る
安
全
な
自
動
車
の
実
現
に
向
け
て
、３６
道
府
県
に
よ

り
知
事
連
合
を
設
立
し
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
連
合
で
は
、高
齢
者
に
よ
る
事
故
の
分
析
や
全
国

１
万
人
の
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

2
0
1
1
年
２
月
に
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
為
に
必
要

な
安
全
支
援
機
能
や
高
齢
者
の
使
用
実
態
に
適
し
た
２

人
乗
り
の
小
型
自
動
車
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　
２
人
乗
り
小
型
車
が
高
齢
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど

う
か
等
を
検
証
す
る
為
、2
0
1
1
年
の
１０
月
か
ら
１１
月

に
か
け
て
、福
岡
県
朝
倉
市
で
高
齢
者
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
近

い
小
型
自
動
車
を
日
常
生
活
で
活
用
し
て
も
ら
う
社
会

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
頂
い
た
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
買
い
物
等
、近
距
離
移
動
に
小
回
り
が
効
い
て
使
い
や
す

い
」、「
外
出
機
会
が
増
え
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
」

等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、こ
の
社
会
実
証
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え

て
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
高

齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
開
発
を
要
請
し
、一
日
も
早

い
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。な
お
、こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具

体
化
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の〝
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
〞

（
18
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）が
、福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０

１
２
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、九
州
大
学
の
知
的
資
源
、九
州
大
学
伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス（
水
素
キ
ャ
ン
パ
ス
）や
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
地

区
等
の
実
証
試
験
場
、そ
し
て
、北
九
州
市
の
製
鉄
所
等

か
ら
発
生
す
る
大
量
の
副
生
水
素
や
産
業
化
を
実
現
す

る
為
に
必
要
と
な
る
多
彩
な
製
造
業
の
集
積
と
い
う
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。他
の
地
域
に
無
い
こ
れ
ら
の
強
み
を
活

か
し
て
、2
0
0
4
年
8
月
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業

の
育
成
・
拠
点
化
を
推
進
す
る
為
、産
学
官
の
連
携
組
織

『
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
』（
会
長
：
岩
城
正

和
氏
・
新
日
本
製
鐵（
株
）代
表
取
締
役
副
社
長
、

2
0
1
1
年
12
月
1
日
現
在
6
4
9
企
業
・
機
関
が
参

加
）を
設
立
し
、

　
①
九
州
大
学
を
中
核
と
し
た
世
界
最
先
端
の
研
究
開
発

　
②
水
素
タ
ウ
ン
や
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
は
じ
め

　
　
と
し
た
社
会
実
証

　
③
全
国
唯
一
の
水
素
人
材
育
成

　
④
世
界
最
先
端
の
水
素
情
報
拠
点
の
構
築

　
⑤
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業
の
育
成・集
積

を
柱
と
し
た『
福
岡
水
素
戦
略（
H
y-

L
i
f
e
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
度
か
ら
の
福
岡
水
素
戦
略
の
第
二
期
で

は
、前
述
の
５
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
に
、2
0
0
9
年

5
月
に
市
販
化
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

と
、2
0
1
5
年
頃
の
市
販
化
が
見
込
ま
れ
る
燃
料
電

池
自
動
車
の
普
及
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

2
0
1
0
年
4
月
に
開
所
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品

研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

へ
の
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
参
入
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
は
、2
0
1
1
年
1
月
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
3
社
と
水
素
供
給
事
業
者
10
社
に
よ

り
、2
0
1
5
年
に
首
都
圏
、中
京
、関
西
、北
部
九
州
の

４
大
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
国
内
市
場
に
本
格
導
入
す

る
、と
す
る
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県
で
も
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
為
、戦
略
会
議
を
中
心
に

「
北
部
九
州
燃
料
電
池
自
動
車
導
入
計
画（
仮
称
）」を

策
定・実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

福
岡
水
素
戦
略
の
推
進

6

　
2
0
1
2
年
１
月
２７
日
に
第
3
回
目
と
な
る
福
岡
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。過
去
２
回
は
い
ず
れ
も
１０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
、九
州
で
唯
一
の
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
、国
内
で
は
初
め
て
産
学
官

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
た

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
出
展
に
加

え
、地
元
企
業
の
出
展
、九
州
の
大
学
・
高
専
等
の
学
生

が
製
作
し
た
車
両
の
展
示
、水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の

展
示
、自
衛
隊
の
車
両
、消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
等
の
働
く

ク
ル
マ
の
展
示
、自
治
体
に
よ
る
観
光
P
R
や
ご
当
地
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
等
、産
学
官
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
な

ら
で
は
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
展
示
、イ
ベ
ン
ト
を

多
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
友
人
や
ご
家
族
の

方
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、是
非
と
も
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

待
望
の
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
2
年
１
月
開
催
！

福岡モーターショー２０１２ 開催
～クルマと夢見るあしたの暮らし～

開催日程 2012年１月２７日（金）～３０日（月） ９：３０～１８：００ ※３０日は１７：００終了
会　　場 マリンメッセ福岡、福岡国際センター、福岡国際会議場

主　　催 福岡自動車博覧会実行委員会

会　　場　　構　　成

お問合せ先 福岡モーターショー実行委員会事務局（TEL：０９２-７１１-５５８３）
※会場へは、公共交通機関をご利用ください。

■マリンメッセ福岡
●国内自動車メーカー及び国内二輪メーカーのコンセプトカー、最新型市販車の展示
　【出展予定ブランド】日産、トヨタ、レクサス、ダイハツ、ホンダ、スズキ、スバル、マツダ、カワサキ（順不同）
●ＩＴＳ（高度道路交通システム）関連部品用品ゾーン

■福岡国際センター
●輸入車ゾーン／最新型輸入車の展示　　●関連用品・部品の展示・販売

■福岡国際会議場
●自動車産業フォーラム、北部九州自動車１５０万台未来展、
　１５０万台構想や福岡水素戦略の紹介、高齢者にやさしい自動車の模型展示等
●九州学生製作車両展／九州の大学、高専、専門学校等による車両展示

■屋外
●試乗会　　●ご当地グルメゾーン 食の回廊／ご当地グルメコーナーに「九州のうまいもん」が集結！
●はたらくクルマ展示／自衛隊の災害車両、パトカー、白バイ、消防車、救急車などのはたらくクルマを一堂に展示　　●モーターサイクル教室

自動車産業フォーラムを福岡国際会議場において開催いたします。
ダイハツ工業の白水宏典相談役・技監による特別講演や自動車メーカーの技術担当役員等によるパネルディスカッションを
予定していますので、是非ご参加ください。
「福岡モーターショー当日限定・無料入場証」をプレゼントします。（フォーラム終了時に会場で配布予定）
■日　時　平成２４年１月２８日（土）１３：３０～１６：００　　■会　場　福岡国際会議場３階メインホール
（1）特別講演　１３：３５～１４：１５（４０分）
　　■テーマ／「ダイハツ工業の新たな戦略（仮題）」　　■講   師／ダイハツ工業株式会社　相談役･技監　白水 宏典 氏

（2）パネルディスカッション　１４：３０～１６：００（９０分）
　　■テーマ／「自動車産業の未来と北部九州の役割（仮題）」　　■パネリスト／トヨタ、日産、ホンダの次世代自動車開発役員等を予定

■募集人数　先着1,000人【入場無料】
■お申込み方法　氏名、住所、所属（該当の場合）、電話番号、人数、申込者全員の氏名を任意の様式でご記入
　　　　　　　　の上、FAX、電子メールによりお申込み下さい。
■お問合せ先　自動車産業フォーラム係（福岡県商工部自動車産業振興室内）
　　　　　　　TEL：０９２－６４３－３４４７、FAX：０９２－６４３－３４４３　Email： jidousha@pref.fukuoka.lg.jp

▲福岡モーターショー2009の様子

▲福岡モーターショー2009の様子

北部九州自動車１５０万台
先進生産拠点推進会議　会長

北部九州自動車150万台先進生産拠点推進会議、九州経済産業局、九州地方整備局、九州総合通信局、
九州運輸局、九州管区警察局、福岡県、福岡市、北九州市、九州自動車・二輪車産業振興会議、九州経済
連合会、福岡県商工会議所連合会、福岡商工会議所、福岡県中小企業団体中央会、北九州商工会議所、
福岡県商工会連合会、九州大学、九州工業大学、福岡大学、福岡工業大学、西日本工業大学、久留米工業
大学、北九州市立大学、九州産業大学、福岡県自動車販売店協会、福岡コンベンションセンター、日産自
動車九州、トヨタ自動車九州、ダイハツ九州、日産車体九州、九州電力、九州旅客鉄道、西日本鉄道、西部
ガス、九電工、福岡銀行、西日本シティ銀行、九州観光推進機構、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県
中小企業振興センター、福岡県機械金属工業連合会、西日本新聞社、日本経済新聞社、TNCテレビ西日
本、TVQ九州放送、RKB毎日放送、KBC九州朝日放送、FBS福岡放送、ラブエフエム国際放送（順不同）

▲ダイハツ“ＰＩＣＯ”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲トヨタ“８６”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲日産“ESFLOW”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲九州大学水素ステーションと燃料電池バス ▲北九州水素ステーションと実証走行中の燃料電池自動車

民間13社（＊）による共同声明

自動車メーカー3社と水素供給事業者10社は、2015年に首都圏、中京、関西、そして「北部九州」
の4大都市圏を中心とする国内市場に燃料電池自動車を本格導入することを表明

2011年1月13日

規制見直し

技術開発

水素ステーション
先行整備

2010 2011 2012 2013 2014 2015

2010年末
工程表作成

データ取得、基準案作成
→2012年度末に結論を
　得ることを目指す

性能向上・コストダウンの為の
技術開発を実施

4大都市圏を中心に水素ステーションを
先行整備

★

★

規制見直しを反映

性能向上・低コスト化技術を反映

7.5

0

2

4

6

8

'93

44

5.4

'94

40

'95

57

'96

61

7.6

'97

60

7.2

'98

59

7.4

'99

51

6.3

'00

57

6.9

'01

64

7.9

'02

67

'03

82

9.6

'04

80

9.0

'05

91

10.0

'06

101

113
10.3

11.2

'08 '09'07

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

96 99

'10

109

14.2

5.1

〈年度〉

〈万台〉

対 全 国シェア
北部九州生産台数

ダイハツ車体（株）操業開始（2004.12）

トヨタ自動車九州（株）生産能力強化（2005.9）

ダイハツ九州（株）生産能力強化（2007.11）

日産車体九州（株）操業開始（2009.12）

※

※2006年6月に「ダイハツ九州（株）」に商号変更

11.2

12.9

7.7

10

16

14

12

〈%〉

北部九州自動車生産の推移

ホームページ http://www.fukuoka-motorshow.jp

チケット取扱 上記ホームページ、ローソンチケット、セブンイレブン等

入 場 料 一般 １,３００円（前売り １,１００円） ／ 高校生 ８００円（前売り ６００円） ※中学生以下は無料です

 アクセス

 天 神 から
天神ソラリアステージ前バス停
2Aのりば〈80番〉
→中央ふ頭行き
→国際会議場・サンパレス前下車

 博多駅から
博多駅センタービル前西鉄バス停
Eのりば（福銀前）〈88・99番〉
→博多ふ頭行き
→国際センター・サンパレス前下車

 地 下 鉄
福岡市地下鉄呉服町駅から徒歩約15分

自動車産業フォーラム
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▶自動車メーカーは、燃料電池自動車を2015年に4大都
　市圏を中心とした国内市場への導入と一般ユーザー
　への販売開始を目指す。

▶水素供給事業者は、燃料電池自動車の初期需要創出の
　為、2015年までに100箇所程度の水素供給インフラの
　先行整備を目指す。

▶自動車メーカーと水素供給事業者は、全国的な燃料
　電池自動車の導入拡大と水素供給インフラの整備に
　共同で取り組む。

＊ 民間１３社は次の通り。
　トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社、出光興産株式会社、岩谷産業株式会社、大阪
ガス株式会社、コスモ石油株式会社、西部ガス株式会社、昭和シェル石油株式会社、大陽日酸株式会社、東京ガス株式会社、東邦ガス株式会社。

　
北
部
九
州
に
お
け
る
自
動
車
生
産
拠
点
作
り
の
取
り

組
み
は
、2
0
0
3
年
２
月
に
１
０
０
万
台
の
生
産
拠
点

を
目
標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
0
0
6
年
８
月
か
ら
は
、「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０

万
台
生
産
拠
点
推
進
構
想
」へ
と
拡
充
し
、官
民
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、福
岡
県
を
中
心
と
す
る
北
部
九
州
は
、完

成
車
メ
ー
カ
ー
４
社（
日
産
自
動
車
九
州
、ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
、ダ
イ
ハ
ツ
九
州
、日
産
車
体
九
州
）が
立
地
し
、

年
間
１
５
４
万
台
の
生
産
能
力
を
持
つ
世
界
有
数
の
拠
点

と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

　
今
後
、北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図

る
為
に
は
、地
域
全
体
の
競
争
力
を
一
層
高
め
、自
動
車

の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
を
一
貫
し
て
担
え
る
先
進
生
産
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
為
、福
岡
県
で
は
、１
５
０
万
台
構
想
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、2
0
1
0
年
４
月
か
ら
、「
自
動
車
生
産

１
５
０
万
台
」、「
地
元
調
達
率
７０
％
」、「
自
動
車
先
端

人
材
集
積
拠
点
」、「
自
動
車
先
端
技
術
開
発
・
社
会
実

証
拠
点
」の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台
先
進
生
産
拠
点
推

進
構
想
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
場
企
業
の
技
術
力
を
高
め
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

部
品
製
造
を
促
す
為
、地
場
企
業
が
大
学
等
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
度
以
降
、国
等
の
研
究
開
発
助
成
事
業
を

活
用
し
、計
３３
件
、総
事
業
費
約
２８
億
円
の
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。今
年
度
も
、経
済
産
業
省

の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
等
を
活
用
し
て
、

１３
件
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
等
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得
に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
等
の

事
前
準
備
を
支
援
す
る
為
、可
能
性
試
験（
F
S
）を
年

４
件
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
度
の
北
部
九
州
の
生
産
台
数
は
、３
年
ぶ

り
に
１
０
０
万
台
を
上
回
り
、１
０
9
万
台
と
な
り
ま
し

た（
2
0
0
9
年
度
生
産
台
数
：
９９
万
台
）。北
部
九
州

の
自
動
車
工
場
は
、い
ず
れ
も
最
新
鋭
で
生
産
効
率
が
高

く
、国
際
的
に
も
高
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
環
境
対
応
車
も
生
産
し
て
お

り
、今
後
、更
に
生
産
の
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。

　
関
連
企
業
の
戦
略
的
な
誘
致
に
よ
る
新
規
立
地
や
、商

談
会
の
開
催
等
に
よ
る
地
場
企
業
の
新
規
参
入・受
注
拡

大
に
よ
り
、地
元
調
達
率
は
、１
５
０
万
台
構
想
策
定
時

の
５０
％
か
ら
、概
ね
６０
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
後
、更

に
高
機
能
部
品
産
業
の
集
積
を
図
り
、70
％
を
超
え
る
地

元
調
達
率
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
設
計
開
発
技
術
者
や
も
の
づ
く
り
製
造
基
盤
技
術
者

等
、自
動
車
の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
各
分
野
を
担
う
自
動

車
先
端
人
材
の
総
合
的
な
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
三
次
元
設
計
、ユ
ニ
ッ
ト
部
品
設
計
、C
A
E
技
術

等
の
設
計
開
発
技
術
者
約
４
０
０
名
、金
型
、め
っ
き
、ゴ

ム
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
者
約
２
，

８
０
０
名
の
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。ま
た
、工
業
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
生
の
実
践
的
人
材
育
成

の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
1
1
年
４
月
に

は
、企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

企
画
や
産
学
官
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
中
核
組
織
と
し

て
自
動
車
先
端
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
振
興
と

　
　
　
　福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
2

北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台

先
進
生
産
拠
点
推
進
構
想

　 

北
部
九
州
の
生
産
状
況

1

　 

地
元
調
達
率

2

　 

自
動
車
先
端
人
材
の
育
成

3

　 

自
動
車
先
端
技
術
開
発
の
支
援

4

　 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
開
発
の
推
進

5

▲展示商談会の開催（自動車メーカー等へ地元企業が自社技術をPR）

▲設計開発技術者の人材育成講座

▲ものづくり製造基盤技術者の人材育成講座

▲実験で使用した2人乗り小型車

小川 洋氏
福岡県知事

　
福
岡
県
で
は
、高
齢
者
の
為
の
自
動
車
と
い
う
新
た
な

需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
が
颯
爽
と
運
転
出

来
る
安
全
な
自
動
車
の
実
現
に
向
け
て
、３６
道
府
県
に
よ

り
知
事
連
合
を
設
立
し
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
連
合
で
は
、高
齢
者
に
よ
る
事
故
の
分
析
や
全
国

１
万
人
の
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

2
0
1
1
年
２
月
に
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
為
に
必
要

な
安
全
支
援
機
能
や
高
齢
者
の
使
用
実
態
に
適
し
た
２

人
乗
り
の
小
型
自
動
車
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　
２
人
乗
り
小
型
車
が
高
齢
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど

う
か
等
を
検
証
す
る
為
、2
0
1
1
年
の
１０
月
か
ら
１１
月

に
か
け
て
、福
岡
県
朝
倉
市
で
高
齢
者
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
近

い
小
型
自
動
車
を
日
常
生
活
で
活
用
し
て
も
ら
う
社
会

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
頂
い
た
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
買
い
物
等
、近
距
離
移
動
に
小
回
り
が
効
い
て
使
い
や
す

い
」、「
外
出
機
会
が
増
え
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
」

等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、こ
の
社
会
実
証
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え

て
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
高

齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
開
発
を
要
請
し
、一
日
も
早

い
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。な
お
、こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具

体
化
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の〝
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
〞

（
18
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）が
、福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０

１
２
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、九
州
大
学
の
知
的
資
源
、九
州
大
学
伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス（
水
素
キ
ャ
ン
パ
ス
）や
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
地

区
等
の
実
証
試
験
場
、そ
し
て
、北
九
州
市
の
製
鉄
所
等

か
ら
発
生
す
る
大
量
の
副
生
水
素
や
産
業
化
を
実
現
す

る
為
に
必
要
と
な
る
多
彩
な
製
造
業
の
集
積
と
い
う
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。他
の
地
域
に
無
い
こ
れ
ら
の
強
み
を
活

か
し
て
、2
0
0
4
年
8
月
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業

の
育
成
・
拠
点
化
を
推
進
す
る
為
、産
学
官
の
連
携
組
織

『
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
』（
会
長
：
岩
城
正

和
氏
・
新
日
本
製
鐵（
株
）代
表
取
締
役
副
社
長
、

2
0
1
1
年
12
月
1
日
現
在
6
4
9
企
業
・
機
関
が
参

加
）を
設
立
し
、

　
①
九
州
大
学
を
中
核
と
し
た
世
界
最
先
端
の
研
究
開
発

　
②
水
素
タ
ウ
ン
や
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
は
じ
め

　
　
と
し
た
社
会
実
証

　
③
全
国
唯
一
の
水
素
人
材
育
成

　
④
世
界
最
先
端
の
水
素
情
報
拠
点
の
構
築

　
⑤
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業
の
育
成・集
積

を
柱
と
し
た『
福
岡
水
素
戦
略（
H
y-

L
i
f
e
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
度
か
ら
の
福
岡
水
素
戦
略
の
第
二
期
で

は
、前
述
の
５
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
に
、2
0
0
9
年

5
月
に
市
販
化
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

と
、2
0
1
5
年
頃
の
市
販
化
が
見
込
ま
れ
る
燃
料
電

池
自
動
車
の
普
及
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

2
0
1
0
年
4
月
に
開
所
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品

研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

へ
の
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
参
入
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
は
、2
0
1
1
年
1
月
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
3
社
と
水
素
供
給
事
業
者
10
社
に
よ

り
、2
0
1
5
年
に
首
都
圏
、中
京
、関
西
、北
部
九
州
の

４
大
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
国
内
市
場
に
本
格
導
入
す

る
、と
す
る
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県
で
も
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
為
、戦
略
会
議
を
中
心
に

「
北
部
九
州
燃
料
電
池
自
動
車
導
入
計
画（
仮
称
）」を

策
定・実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

福
岡
水
素
戦
略
の
推
進

6

　
2
0
1
2
年
１
月
２７
日
に
第
3
回
目
と
な
る
福
岡
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。過
去
２
回
は
い
ず
れ
も
１０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
、九
州
で
唯
一
の
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
、国
内
で
は
初
め
て
産
学
官

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
た

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
出
展
に
加

え
、地
元
企
業
の
出
展
、九
州
の
大
学
・
高
専
等
の
学
生

が
製
作
し
た
車
両
の
展
示
、水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の

展
示
、自
衛
隊
の
車
両
、消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
等
の
働
く

ク
ル
マ
の
展
示
、自
治
体
に
よ
る
観
光
P
R
や
ご
当
地
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
等
、産
学
官
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
な

ら
で
は
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
展
示
、イ
ベ
ン
ト
を

多
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
友
人
や
ご
家
族
の

方
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、是
非
と
も
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

待
望
の
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
2
年
１
月
開
催
！

福岡モーターショー２０１２ 開催
～クルマと夢見るあしたの暮らし～

開催日程 2012年１月２７日（金）～３０日（月） ９：３０～１８：００ ※３０日は１７：００終了
会　　場 マリンメッセ福岡、福岡国際センター、福岡国際会議場

主　　催 福岡自動車博覧会実行委員会

会　　場　　構　　成

お問合せ先 福岡モーターショー実行委員会事務局（TEL：０９２-７１１-５５８３）
※会場へは、公共交通機関をご利用ください。

■マリンメッセ福岡
●国内自動車メーカー及び国内二輪メーカーのコンセプトカー、最新型市販車の展示
　【出展予定ブランド】日産、トヨタ、レクサス、ダイハツ、ホンダ、スズキ、スバル、マツダ、カワサキ（順不同）
●ＩＴＳ（高度道路交通システム）関連部品用品ゾーン

■福岡国際センター
●輸入車ゾーン／最新型輸入車の展示　　●関連用品・部品の展示・販売

■福岡国際会議場
●自動車産業フォーラム、北部九州自動車１５０万台未来展、
　１５０万台構想や福岡水素戦略の紹介、高齢者にやさしい自動車の模型展示等
●九州学生製作車両展／九州の大学、高専、専門学校等による車両展示

■屋外
●試乗会　　●ご当地グルメゾーン 食の回廊／ご当地グルメコーナーに「九州のうまいもん」が集結！
●はたらくクルマ展示／自衛隊の災害車両、パトカー、白バイ、消防車、救急車などのはたらくクルマを一堂に展示　　●モーターサイクル教室

自動車産業フォーラムを福岡国際会議場において開催いたします。
ダイハツ工業の白水宏典相談役・技監による特別講演や自動車メーカーの技術担当役員等によるパネルディスカッションを
予定していますので、是非ご参加ください。
「福岡モーターショー当日限定・無料入場証」をプレゼントします。（フォーラム終了時に会場で配布予定）
■日　時　平成２４年１月２８日（土）１３：３０～１６：００　　■会　場　福岡国際会議場３階メインホール
（1）特別講演　１３：３５～１４：１５（４０分）
　　■テーマ／「ダイハツ工業の新たな戦略（仮題）」　　■講   師／ダイハツ工業株式会社　相談役･技監　白水 宏典 氏

（2）パネルディスカッション　１４：３０～１６：００（９０分）
　　■テーマ／「自動車産業の未来と北部九州の役割（仮題）」　　■パネリスト／トヨタ、日産、ホンダの次世代自動車開発役員等を予定

■募集人数　先着1,000人【入場無料】
■お申込み方法　氏名、住所、所属（該当の場合）、電話番号、人数、申込者全員の氏名を任意の様式でご記入
　　　　　　　　の上、FAX、電子メールによりお申込み下さい。
■お問合せ先　自動車産業フォーラム係（福岡県商工部自動車産業振興室内）
　　　　　　　TEL：０９２－６４３－３４４７、FAX：０９２－６４３－３４４３　Email： jidousha@pref.fukuoka.lg.jp

▲福岡モーターショー2009の様子

▲福岡モーターショー2009の様子

北部九州自動車１５０万台
先進生産拠点推進会議　会長

北部九州自動車150万台先進生産拠点推進会議、九州経済産業局、九州地方整備局、九州総合通信局、
九州運輸局、九州管区警察局、福岡県、福岡市、北九州市、九州自動車・二輪車産業振興会議、九州経済
連合会、福岡県商工会議所連合会、福岡商工会議所、福岡県中小企業団体中央会、北九州商工会議所、
福岡県商工会連合会、九州大学、九州工業大学、福岡大学、福岡工業大学、西日本工業大学、久留米工業
大学、北九州市立大学、九州産業大学、福岡県自動車販売店協会、福岡コンベンションセンター、日産自
動車九州、トヨタ自動車九州、ダイハツ九州、日産車体九州、九州電力、九州旅客鉄道、西日本鉄道、西部
ガス、九電工、福岡銀行、西日本シティ銀行、九州観光推進機構、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県
中小企業振興センター、福岡県機械金属工業連合会、西日本新聞社、日本経済新聞社、TNCテレビ西日
本、TVQ九州放送、RKB毎日放送、KBC九州朝日放送、FBS福岡放送、ラブエフエム国際放送（順不同）

▲ダイハツ“ＰＩＣＯ”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲トヨタ“８６”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲日産“ESFLOW”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲九州大学水素ステーションと燃料電池バス ▲北九州水素ステーションと実証走行中の燃料電池自動車

民間13社（＊）による共同声明

自動車メーカー3社と水素供給事業者10社は、2015年に首都圏、中京、関西、そして「北部九州」
の4大都市圏を中心とする国内市場に燃料電池自動車を本格導入することを表明

2011年1月13日

規制見直し

技術開発

水素ステーション
先行整備

2010 2011 2012 2013 2014 2015

2010年末
工程表作成

データ取得、基準案作成
→2012年度末に結論を
　得ることを目指す

性能向上・コストダウンの為の
技術開発を実施

4大都市圏を中心に水素ステーションを
先行整備

★

★

規制見直しを反映

性能向上・低コスト化技術を反映
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〈年度〉

〈万台〉

対 全 国シェア
北部九州生産台数

ダイハツ車体（株）操業開始（2004.12）

トヨタ自動車九州（株）生産能力強化（2005.9）

ダイハツ九州（株）生産能力強化（2007.11）

日産車体九州（株）操業開始（2009.12）

※

※2006年6月に「ダイハツ九州（株）」に商号変更

11.2

12.9

7.7

10

16

14

12

〈%〉

北部九州自動車生産の推移

ホームページ http://www.fukuoka-motorshow.jp

チケット取扱 上記ホームページ、ローソンチケット、セブンイレブン等

入 場 料 一般 １,３００円（前売り １,１００円） ／ 高校生 ８００円（前売り ６００円） ※中学生以下は無料です

 アクセス

 天 神 から
天神ソラリアステージ前バス停
2Aのりば〈80番〉
→中央ふ頭行き
→国際会議場・サンパレス前下車

 博多駅から
博多駅センタービル前西鉄バス停
Eのりば（福銀前）〈88・99番〉
→博多ふ頭行き
→国際センター・サンパレス前下車

 地 下 鉄
福岡市地下鉄呉服町駅から徒歩約15分

自動車産業フォーラム

18FFG MONTHLY SURVEY Vol.44



▶自動車メーカーは、燃料電池自動車を2015年に4大都
　市圏を中心とした国内市場への導入と一般ユーザー
　への販売開始を目指す。

▶水素供給事業者は、燃料電池自動車の初期需要創出の
　為、2015年までに100箇所程度の水素供給インフラの
　先行整備を目指す。

▶自動車メーカーと水素供給事業者は、全国的な燃料
　電池自動車の導入拡大と水素供給インフラの整備に
　共同で取り組む。

＊ 民間１３社は次の通り。
　トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社、出光興産株式会社、岩谷産業株式会社、大阪
ガス株式会社、コスモ石油株式会社、西部ガス株式会社、昭和シェル石油株式会社、大陽日酸株式会社、東京ガス株式会社、東邦ガス株式会社。

　
北
部
九
州
に
お
け
る
自
動
車
生
産
拠
点
作
り
の
取
り

組
み
は
、2
0
0
3
年
２
月
に
１
０
０
万
台
の
生
産
拠
点

を
目
標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
0
0
6
年
８
月
か
ら
は
、「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０

万
台
生
産
拠
点
推
進
構
想
」へ
と
拡
充
し
、官
民
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、福
岡
県
を
中
心
と
す
る
北
部
九
州
は
、完

成
車
メ
ー
カ
ー
４
社（
日
産
自
動
車
九
州
、ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
、ダ
イ
ハ
ツ
九
州
、日
産
車
体
九
州
）が
立
地
し
、

年
間
１
５
４
万
台
の
生
産
能
力
を
持
つ
世
界
有
数
の
拠
点

と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

　
今
後
、北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
の
更
な
る
発
展
を
図

る
為
に
は
、地
域
全
体
の
競
争
力
を
一
層
高
め
、自
動
車

の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
を
一
貫
し
て
担
え
る
先
進
生
産
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
為
、福
岡
県
で
は
、１
５
０
万
台
構
想
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、2
0
1
0
年
４
月
か
ら
、「
自
動
車
生
産

１
５
０
万
台
」、「
地
元
調
達
率
７０
％
」、「
自
動
車
先
端

人
材
集
積
拠
点
」、「
自
動
車
先
端
技
術
開
発
・
社
会
実

証
拠
点
」の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て「
北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台
先
進
生
産
拠
点
推

進
構
想
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
場
企
業
の
技
術
力
を
高
め
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

部
品
製
造
を
促
す
為
、地
場
企
業
が
大
学
等
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
度
以
降
、国
等
の
研
究
開
発
助
成
事
業
を

活
用
し
、計
３３
件
、総
事
業
費
約
２８
億
円
の
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。今
年
度
も
、経
済
産
業
省

の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
等
を
活
用
し
て
、

１３
件
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
等
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得
に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
等
の

事
前
準
備
を
支
援
す
る
為
、可
能
性
試
験（
F
S
）を
年

４
件
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
度
の
北
部
九
州
の
生
産
台
数
は
、３
年
ぶ

り
に
１
０
０
万
台
を
上
回
り
、１
０
9
万
台
と
な
り
ま
し

た（
2
0
0
9
年
度
生
産
台
数
：
９９
万
台
）。北
部
九
州

の
自
動
車
工
場
は
、い
ず
れ
も
最
新
鋭
で
生
産
効
率
が
高

く
、国
際
的
に
も
高
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
環
境
対
応
車
も
生
産
し
て
お

り
、今
後
、更
に
生
産
の
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。

　
関
連
企
業
の
戦
略
的
な
誘
致
に
よ
る
新
規
立
地
や
、商

談
会
の
開
催
等
に
よ
る
地
場
企
業
の
新
規
参
入・受
注
拡

大
に
よ
り
、地
元
調
達
率
は
、１
５
０
万
台
構
想
策
定
時

の
５０
％
か
ら
、概
ね
６０
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
後
、更

に
高
機
能
部
品
産
業
の
集
積
を
図
り
、70
％
を
超
え
る
地

元
調
達
率
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
設
計
開
発
技
術
者
や
も
の
づ
く
り
製
造
基
盤
技
術
者

等
、自
動
車
の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
各
分
野
を
担
う
自
動

車
先
端
人
材
の
総
合
的
な
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
三
次
元
設
計
、ユ
ニ
ッ
ト
部
品
設
計
、C
A
E
技
術

等
の
設
計
開
発
技
術
者
約
４
０
０
名
、金
型
、め
っ
き
、ゴ

ム
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
者
約
２
，

８
０
０
名
の
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。ま
た
、工
業
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
生
の
実
践
的
人
材
育
成

の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
1
1
年
４
月
に

は
、企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

企
画
や
産
学
官
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
中
核
組
織
と
し

て
自
動
車
先
端
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

北
部
九
州
の
自
動
車
産
業
振
興
と

　
　
　
　福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
2

北
部
九
州
自
動
車
１
５
０
万
台

先
進
生
産
拠
点
推
進
構
想

　 

北
部
九
州
の
生
産
状
況

1

　 

地
元
調
達
率

2

　 

自
動
車
先
端
人
材
の
育
成

3

　 

自
動
車
先
端
技
術
開
発
の
支
援

4

　 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
開
発
の
推
進

5

▲展示商談会の開催（自動車メーカー等へ地元企業が自社技術をPR）

▲設計開発技術者の人材育成講座

▲ものづくり製造基盤技術者の人材育成講座

▲実験で使用した2人乗り小型車

小川 洋氏
福岡県知事

　
福
岡
県
で
は
、高
齢
者
の
為
の
自
動
車
と
い
う
新
た
な

需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
が
颯
爽
と
運
転
出

来
る
安
全
な
自
動
車
の
実
現
に
向
け
て
、３６
道
府
県
に
よ

り
知
事
連
合
を
設
立
し
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
連
合
で
は
、高
齢
者
に
よ
る
事
故
の
分
析
や
全
国

１
万
人
の
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

2
0
1
1
年
２
月
に
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
為
に
必
要

な
安
全
支
援
機
能
や
高
齢
者
の
使
用
実
態
に
適
し
た
２

人
乗
り
の
小
型
自
動
車
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　
２
人
乗
り
小
型
車
が
高
齢
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど

う
か
等
を
検
証
す
る
為
、2
0
1
1
年
の
１０
月
か
ら
１１
月

に
か
け
て
、福
岡
県
朝
倉
市
で
高
齢
者
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
近

い
小
型
自
動
車
を
日
常
生
活
で
活
用
し
て
も
ら
う
社
会

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
頂
い
た
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
買
い
物
等
、近
距
離
移
動
に
小
回
り
が
効
い
て
使
い
や
す

い
」、「
外
出
機
会
が
増
え
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
」

等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、こ
の
社
会
実
証
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え

て
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
高

齢
者
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
開
発
を
要
請
し
、一
日
も
早

い
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。な
お
、こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具

体
化
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の〝
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
〞

（
18
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）が
、福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０

１
２
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、九
州
大
学
の
知
的
資
源
、九
州
大
学
伊
都

キ
ャ
ン
パ
ス（
水
素
キ
ャ
ン
パ
ス
）や
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
地

区
等
の
実
証
試
験
場
、そ
し
て
、北
九
州
市
の
製
鉄
所
等

か
ら
発
生
す
る
大
量
の
副
生
水
素
や
産
業
化
を
実
現
す

る
為
に
必
要
と
な
る
多
彩
な
製
造
業
の
集
積
と
い
う
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。他
の
地
域
に
無
い
こ
れ
ら
の
強
み
を
活

か
し
て
、2
0
0
4
年
8
月
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業

の
育
成
・
拠
点
化
を
推
進
す
る
為
、産
学
官
の
連
携
組
織

『
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
』（
会
長
：
岩
城
正

和
氏
・
新
日
本
製
鐵（
株
）代
表
取
締
役
副
社
長
、

2
0
1
1
年
12
月
1
日
現
在
6
4
9
企
業
・
機
関
が
参

加
）を
設
立
し
、

　
①
九
州
大
学
を
中
核
と
し
た
世
界
最
先
端
の
研
究
開
発

　
②
水
素
タ
ウ
ン
や
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
は
じ
め

　
　
と
し
た
社
会
実
証

　
③
全
国
唯
一
の
水
素
人
材
育
成

　
④
世
界
最
先
端
の
水
素
情
報
拠
点
の
構
築

　
⑤
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
産
業
の
育
成・集
積

を
柱
と
し
た『
福
岡
水
素
戦
略（
H
y-

L
i
f
e
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
度
か
ら
の
福
岡
水
素
戦
略
の
第
二
期
で

は
、前
述
の
５
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
に
、2
0
0
9
年

5
月
に
市
販
化
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

と
、2
0
1
5
年
頃
の
市
販
化
が
見
込
ま
れ
る
燃
料
電

池
自
動
車
の
普
及
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

2
0
1
0
年
4
月
に
開
所
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品

研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

へ
の
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
参
入
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
は
、2
0
1
1
年
1
月
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
3
社
と
水
素
供
給
事
業
者
10
社
に
よ

り
、2
0
1
5
年
に
首
都
圏
、中
京
、関
西
、北
部
九
州
の

４
大
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
国
内
市
場
に
本
格
導
入
す

る
、と
す
る
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県
で
も
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
為
、戦
略
会
議
を
中
心
に

「
北
部
九
州
燃
料
電
池
自
動
車
導
入
計
画（
仮
称
）」を

策
定・実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

福
岡
水
素
戦
略
の
推
進

6

　
2
0
1
2
年
１
月
２７
日
に
第
3
回
目
と
な
る
福
岡
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。過
去
２
回
は
い
ず
れ
も
１０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
、九
州
で
唯
一
の
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
、国
内
で
は
初
め
て
産
学
官

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
た

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
出
展
に
加

え
、地
元
企
業
の
出
展
、九
州
の
大
学
・
高
専
等
の
学
生

が
製
作
し
た
車
両
の
展
示
、水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の

展
示
、自
衛
隊
の
車
両
、消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
等
の
働
く

ク
ル
マ
の
展
示
、自
治
体
に
よ
る
観
光
P
R
や
ご
当
地
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
等
、産
学
官
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
な

ら
で
は
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
展
示
、イ
ベ
ン
ト
を

多
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
友
人
や
ご
家
族
の

方
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、是
非
と
も
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

待
望
の
福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
2
年
１
月
開
催
！

福岡モーターショー２０１２ 開催
～クルマと夢見るあしたの暮らし～

開催日程 2012年１月２７日（金）～３０日（月） ９：３０～１８：００ ※３０日は１７：００終了
会　　場 マリンメッセ福岡、福岡国際センター、福岡国際会議場

主　　催 福岡自動車博覧会実行委員会

会　　場　　構　　成

お問合せ先 福岡モーターショー実行委員会事務局（TEL：０９２-７１１-５５８３）
※会場へは、公共交通機関をご利用ください。

■マリンメッセ福岡
●国内自動車メーカー及び国内二輪メーカーのコンセプトカー、最新型市販車の展示
　【出展予定ブランド】日産、トヨタ、レクサス、ダイハツ、ホンダ、スズキ、スバル、マツダ、カワサキ（順不同）
●ＩＴＳ（高度道路交通システム）関連部品用品ゾーン

■福岡国際センター
●輸入車ゾーン／最新型輸入車の展示　　●関連用品・部品の展示・販売

■福岡国際会議場
●自動車産業フォーラム、北部九州自動車１５０万台未来展、
　１５０万台構想や福岡水素戦略の紹介、高齢者にやさしい自動車の模型展示等
●九州学生製作車両展／九州の大学、高専、専門学校等による車両展示

■屋外
●試乗会　　●ご当地グルメゾーン 食の回廊／ご当地グルメコーナーに「九州のうまいもん」が集結！
●はたらくクルマ展示／自衛隊の災害車両、パトカー、白バイ、消防車、救急車などのはたらくクルマを一堂に展示　　●モーターサイクル教室

自動車産業フォーラムを福岡国際会議場において開催いたします。
ダイハツ工業の白水宏典相談役・技監による特別講演や自動車メーカーの技術担当役員等によるパネルディスカッションを
予定していますので、是非ご参加ください。
「福岡モーターショー当日限定・無料入場証」をプレゼントします。（フォーラム終了時に会場で配布予定）
■日　時　平成２４年１月２８日（土）１３：３０～１６：００　　■会　場　福岡国際会議場３階メインホール
（1）特別講演　１３：３５～１４：１５（４０分）
　　■テーマ／「ダイハツ工業の新たな戦略（仮題）」　　■講   師／ダイハツ工業株式会社　相談役･技監　白水 宏典 氏

（2）パネルディスカッション　１４：３０～１６：００（９０分）
　　■テーマ／「自動車産業の未来と北部九州の役割（仮題）」　　■パネリスト／トヨタ、日産、ホンダの次世代自動車開発役員等を予定

■募集人数　先着1,000人【入場無料】
■お申込み方法　氏名、住所、所属（該当の場合）、電話番号、人数、申込者全員の氏名を任意の様式でご記入
　　　　　　　　の上、FAX、電子メールによりお申込み下さい。
■お問合せ先　自動車産業フォーラム係（福岡県商工部自動車産業振興室内）
　　　　　　　TEL：０９２－６４３－３４４７、FAX：０９２－６４３－３４４３　Email： jidousha@pref.fukuoka.lg.jp

▲福岡モーターショー2009の様子

▲福岡モーターショー2009の様子

北部九州自動車１５０万台
先進生産拠点推進会議　会長

北部九州自動車150万台先進生産拠点推進会議、九州経済産業局、九州地方整備局、九州総合通信局、
九州運輸局、九州管区警察局、福岡県、福岡市、北九州市、九州自動車・二輪車産業振興会議、九州経済
連合会、福岡県商工会議所連合会、福岡商工会議所、福岡県中小企業団体中央会、北九州商工会議所、
福岡県商工会連合会、九州大学、九州工業大学、福岡大学、福岡工業大学、西日本工業大学、久留米工業
大学、北九州市立大学、九州産業大学、福岡県自動車販売店協会、福岡コンベンションセンター、日産自
動車九州、トヨタ自動車九州、ダイハツ九州、日産車体九州、九州電力、九州旅客鉄道、西日本鉄道、西部
ガス、九電工、福岡銀行、西日本シティ銀行、九州観光推進機構、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県
中小企業振興センター、福岡県機械金属工業連合会、西日本新聞社、日本経済新聞社、TNCテレビ西日
本、TVQ九州放送、RKB毎日放送、KBC九州朝日放送、FBS福岡放送、ラブエフエム国際放送（順不同）

▲ダイハツ“ＰＩＣＯ”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲トヨタ“８６”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲日産“ESFLOW”（福岡モーターショー2012出展予定車両）

▲九州大学水素ステーションと燃料電池バス ▲北九州水素ステーションと実証走行中の燃料電池自動車

民間13社（＊）による共同声明

自動車メーカー3社と水素供給事業者10社は、2015年に首都圏、中京、関西、そして「北部九州」
の4大都市圏を中心とする国内市場に燃料電池自動車を本格導入することを表明

2011年1月13日

規制見直し

技術開発

水素ステーション
先行整備

2010 2011 2012 2013 2014 2015

2010年末
工程表作成

データ取得、基準案作成
→2012年度末に結論を
　得ることを目指す

性能向上・コストダウンの為の
技術開発を実施

4大都市圏を中心に水素ステーションを
先行整備

★

★

規制見直しを反映

性能向上・低コスト化技術を反映
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対 全 国シェア
北部九州生産台数

ダイハツ車体（株）操業開始（2004.12）

トヨタ自動車九州（株）生産能力強化（2005.9）

ダイハツ九州（株）生産能力強化（2007.11）

日産車体九州（株）操業開始（2009.12）

※

※2006年6月に「ダイハツ九州（株）」に商号変更
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北部九州自動車生産の推移

ホームページ http://www.fukuoka-motorshow.jp

チケット取扱 上記ホームページ、ローソンチケット、セブンイレブン等

入 場 料 一般 １,３００円（前売り １,１００円） ／ 高校生 ８００円（前売り ６００円） ※中学生以下は無料です

 アクセス

 天 神 から
天神ソラリアステージ前バス停
2Aのりば〈80番〉
→中央ふ頭行き
→国際会議場・サンパレス前下車

 博多駅から
博多駅センタービル前西鉄バス停
Eのりば（福銀前）〈88・99番〉
→博多ふ頭行き
→国際センター・サンパレス前下車

 地 下 鉄
福岡市地下鉄呉服町駅から徒歩約15分

自動車産業フォーラム
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